
【現代社会文化研究科（博士前期課程）経済経営専攻】 

 

ディプロマ・ポリシー 

人材育成目標（修了生が身に付けるべき資質・能力） 

経済のボーダレス化が進む一方で、その反動として保護主義が台頭する現代社会では、社

会の構造を体系的に理解し、その知見をもとに、たとえば環境破壊や気候変動などの諸課題

に取り組むことが求められています。また新潟を中心とした地域社会では、日本酒の生産か

ら販売・消費など文理横断的な課題に取り組むことも求められています。当プログラムでは、

これらの課題解決に向けて、社会における限られた資源の分配や個人と組織との関係など、

経済学・経営学・公共経営学の専門的見地から研究を行い、多元的な考え方（視点）を尊重

しながら独自の見解や立場を構築し、新潟などの地域社会や環東アジアを拠点とする国際

社会において、他者と共同して課題に取り組むことができる高度専門職業人又は研究教育

者を育成します。 

本学に当プログラムの修業年限以上在学し、所定の授業科目及び 30単位以上を修得した

者で、人材育成目標に係る下記の資質・能力を有すると認められた者に、修士（経済学）、

修士（経営学）、修士（公共経営学）、又は修士（学術）の学位を授与します。 

プログラムの到達目標（目標としての学修成果） 

知識・理解 

 経済学、経営学及び公共経営学に関する高度な専門知識を有し、また深く理解して

いる。 

当該分野固有の能力 

 経済学、経営学及び公共経営学に関する高度な専門知識をもとに、自ら仮説を構築

し、検証することができる。 

汎用的能力 

 専門的見地から現代社会で共生していくための実践的課題を発見することができる。 

 実践的課題を他者と共有して探究していくことができる。 

 多元的な考え方及び視点を尊重しながら独自の見解や立場を構築することができる。 

 専門分野・異分野を問わず自身の研究内容について、他者に対して適切かつ過不足

なく伝えることができる。 

態度・姿勢 

 経済経営専攻分野における自身の専門性の基礎を築き、かつ他の専門分野や実務と

の邂逅を通してそれをブラッシュアップしようとする姿勢を備えている。 

 社会をグローバルでダイバーシティのあるものとしてとらえ、他者を尊重しながら

独自の見解や立場を構築しようとする姿勢を備えている。 

 新潟などの地域社会や環東アジアを拠点とする国際社会において常に現代社会で共

生していくための課題を探究し続け、大学院で培った能力を、国内外を問わずそれ

ぞれの立場で実践していこうとする姿勢を備えている。 

 



カリキュラム・ポリシー 

到達目標に達するための教育課程 

カリキュラム編成 

当プログラムでは、経済学・経営学・公共経営学の専門的知見を獲得し、また他の専門分

野や実務との邂逅のなかで、課題発見と探究能力を身に付けた専門職業人・研究教育者を育

成するという目的に対応したカリキュラムが編成されています。 

現代社会文化研究科の共通科目として「研究入門」（オムニバス授業、2 単位）を履修する

ことにより、領域融合的・分野横断的な研究倫理・研究作法・論文作法の基本を身に付けま

す。課題発見と探究能力を身に付けるための科目としては、「課題研究Ⅰ」、「課題研究Ⅱ」、

及び「課題研究Ⅲ」（各 2単位、計 6単位）を履修することにより、研究技法・作法および

自らの見解や立場を構築していく能力を涵養します。また、専攻するコース（計 12 単位）

の科目群の履修により、高度な専門知識を身に付けます。 

他の専門分野や実務との邂逅を促すために、他コース（計 8 単位）の科目群を選択履修

し、「経済経営総合演習」（2単位）を履修します。 

学修内容・方法 

第 1 期（第 1セメスター）の必修科目「研究入門」では、大学院への導入教育として、現

代社会文化研究科 4プログラム 8分野のオムニバス形式により、研究倫理・研究作法・論文

作法の基本の指導を行います。必修科目「課題研究Ⅰ」では、主として専門的見地から＜現

代社会で共生していくための実践的課題＞を発見する能力を身に付けるため、主指導教員

による修士論文作成のための研究技法・作法等の基本の指導等を行います。 

 また、専攻するコースの科目群の履修によって、経済学・経営学・公共経営学に関する高

度な専門知識とそれに対する深い理解を身に付けるとともに、他のコースの科目群の履修

によって、他の専門分野や実務との邂逅を通して多元的な考え方（視点）を尊重しながら独

自の見解や立場を構築する能力を身に付けます。 

第 2 期（第 2 セメスター～第 3セメスター）では、引き続き専攻するコースと他コースの

科目群を履修するとともに、必修科目「課題研究Ⅱ」及び「課題研究Ⅲ」の履修により、主

として実践的課題を他者と共有して探究していく能力および多元的な考え方（視点）を尊重

しながら独自の見解や立場を構築する能力を身に付けるため、主指導教員による修士論文

作成の個別指導等を行います。 

第 3 期（第 3セメスター～第 4セメスター）の必修科目「経済経営総合演習」では、経済

学・経営学・公共経営学に関する高度な専門知識及び与えられた課題を調査し探究する能力

を身に付け、修士論文のブラッシュアップを図るため、各自の研究内容を発表し、所属する

専攻の教員や学生との質疑応答を行います。専門分野・異分野を問わず自身の研究内容につ

いて適切かつ過不足なく伝えるプレゼンテーション能力を身に付けます。 

学修成果の評価方法 

「研究入門」の学習成果については、研究倫理・研究作法・論文作法の基本的知識を問う

レポートを課し、当該科目代表担当者が各担当者との合議により評価します。「課題研究Ⅰ」、

「課題研究Ⅱ」、及び「課題研究Ⅲ」の学修成果については、修士論文作成に必要とされる



研究技法・作法および課題設定・探究などの能力を、主指導教員が評価します。 

専攻するコースの科目群、他のコースの科目群の学修成果は、各科目における課題、レポー

ト、試験により一定以上の成績を修めることで当該科目担当者が評価します。 

「経済経営総合演習」では、専門知識及び与えられた課題を調査し探究する能力を、他分

野の教員を含む研究指導チームが評価します。 

修士論文は、以下の 6点に基づき、論文審査委員会で評価します。 

1. 経済経営専攻を研究領域とした論文として問題意識が明確であり、研究テーマの設

定が適切であること。 

2. 当該分野の先行研究について適切に検討されており、設定された研究テーマの目的・

意義が明確であること。 

3. 研究テーマに即した研究方法が選択されており、その研究方法に従ってデータや資

料などを的確に調査・分析していること。 

4. 既存の研究には見られない独創的分析、解釈等が行われていること。 

5. 結論に至るまでの論述や論証のプロセスが論理的であること。 

6. 文献の引用、文章表現等が適切になされ、学術論文としての体裁が整っていること。 


